
業地帯の一部をなすと目されているo

鹿部の市街地や工場地籍の周辺 VCは農地が広が b特vc西部の沖頗低地VCは盛燕 と区画盛埋された

水田が広がD,本町農業の中心を夜している｡稲作以外vc余 bみるべき慮作物は夜 く.仙台市の近

郊VEあ恒色が ら仙台市場向けの野菜や花井の栽培は盛ん では夜い.成業の機会vE恵まれ,兼業農家

が多 く,耕転機等の普及率は高い ｡

3 結 論

多賀城町の都 市化は,戦時中の海草工廠の設遣VC端 を発 した工業化 と仙台 ･塩釜両市の都 市化の

影響を受けた宅地化を主因 として進展 したと考えられる.宅地化 と工業化は時期的vCほぼ同時vC進

行 した｡す夜わち昭和 17年の海草工廠の設置 と同時vc附属住宅が伝上山,旭ケ岡,鶴ケ谷VC建設

され宅地化 も進んだ｡終戦VCよb工廠は閉鎖され.工業化は中断 したが塩釜の影響を受け,下馬,

伝上山の宅地化が進んだ｡ 55年以降工業が盛んVC夜 D,この頃か ら仙台の都市化の影響を次第vc

強 く受けるようVCを D.多賀城駅周辺の八幡.旭ケ岡地区を中心vC宅地化が進行 した｡ この ようVE

宅地化が進むと住宅地の最寄商店地区は形成されたが,多賀城駅から仙台駅まで約 20分,本塩釜

節-約 10分の距離VEある本町では中心商店街は形成されず,一部には比蕨的都市化の進まない農

村地域を残 し,仙台市の外縁部として複合的性格のもとで都 市化の進ん でいる地域である｡

前橋市と高崎市の地理学的比較研究

長 浜 富 子

前橋市と高崎市はほぼ同規模の都市であ b(人口 :窮腐 l98,745人,DID人口112,845

人,高崎 175,887人,DID人口88,189人,以上 S40年,前席255,651人,高 崎

195,075人,以上 S45年 ),地方中心都市として上位の階 層に属 し夜が ら隣凄 して配置する

点で (国鉄前橋駅 ･高崎駅間只8km)全国的vcも稀夜存在である｡国土地理院 VCよる都市分類で

は両市とも標準都市として規定されているが両市の基盤 となる産業VCは異在るものがあると考え ら

れる｡一方,巨大都市東京-は両市とも100kmの距離VCあD.改善された陸上交通路VCよb強

く結びつけられ.その影響 もほぼ等 しく受けているもの と考えられるo以上のことから両市を戚b

上げ.両市間の関係及び性格vcついて実証的研究を行ない,両市の性偽把握の-礎石 としたい0

両市の性格を明確qcするために本論文では比僚論的方法を使用することとし,国鼻調査による人

口統計資料を基veして両市の産業別人口構成比の比硬.その全国市部合計の盛嘩値 との比軌 巨大
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都市東京UE対 しほぼ同 じ条件下VCあるとみられる北蘭東都市の基準値 との比硬 を行をい,両市の性

格的類似点,相異点を求めた.また両市の性格的把握の一端 として通勤圏及び中学生の家庭を対象

とするアンケー ト調査vcよる商圏を利用 した.

両市に共通す る性格

1) 両市とも古くから発達し,巨大都市の拡大VCよる急激を人口増加は受けず.人口増加速度

は概 して緩慢である｡ 2) 北関東は在来工業である繊維,木=,食品工業 を基幹 として展開し高

崎では革雷産業 も発展 したが,昭和 50年以後京浜工業地帯の拡大によE),耐久消費財生産の機械

工業や原料指向の食料品工業の進出が著 しい｡

両市で異 なる性格

1) 商業機能は版売額では前橋が高いが,店舗及び従業者当 b版売績.商圏では高崎が前橋 を

大 きく上回 っている.店舗及び従業者当 り版売額の差は主としてデパー トVCよるものである.高崎

では交通機蘭 と底績 した商店街が形成されている0 2) 前橋VC卓越する行政機能 と高崎に卓越す

る運輸通信機能は,他方の都市では著 しく低い対照的な機能であり,各々が両市の代表的機能であ

ることか ら両市の基盤 とする機能は相異売る｡ 5 ) 両市の基盤とする機能vc附随して前橋のサー

ビス業,金融保険業,不動産業 の卓越vEも著しVlものがみられ,高崎との差は大 きい｡ これらは公

務 と同様の傾向を示 し,行政機能 と密度夜関係vcある. 4 ) 商圏及び通勤通学圏は両市で異在っ

た方向へ伸び複合することな く両市を中心 とする交通路線vE沿って形成されている.以上の点から

両市は概括的には類似的性格を示すが.その内部ではか夜b果在る性格 を示し,対照的性格 を示す

もの とみ られ,両市の競合関係は薄い と考えられる｡ これ らから性格の異なる都市がいかVC騰援し

ていようとも, 両者は競合することを く発展するのではないかとい うことが推察される｡さらに両

市と同様を関係vcあると考え られる各地の双生児的都 市の研究を行覆 う必妻がある｡

房総半島南部館山付近の地理学的考察

一 沖積世の地盤隆起に伴なう地形形成を中心に-

花 田 崇 知 子

房総半島南部VC位直する館山平野は,北条地溝の一部 を夜している｡ この平野は隆起qrよる新 し

い時代のものである｡以下,その形成過程 をまとめる.
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